
「数学 8」(フーリエ解析)− 64 −

< ラプラス逆変換 1 >

ラプラス変換はフーリエ変換の一種であるから，フーリエ変換と同様に反転公式が成り立つ。
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特に f(t)が連続であるときは f+(t) = f−(t) = f(t)より −1[F (s)] = f(t)となる。このワー

クブックでは連続の場合だけを扱うことにする。次の対応関係がある。
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ここで a1，a2，aは実数定数，αは正定数，nは自然数とする。


